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＜連絡事項＞

・学術のPPT締切が10/25（火）となっているので、期日までに提出して下さい。
【教育委員会⇒平成28年度教育委員会⇒H28年医療福祉学会⇒PPTはこちらへ⇒各部署】
・平成28年度医療福祉学会　特別講演（第4回法人研修）が下記の日程で実施 となります。
日時:11月3日（木）13:00～14:20
場所:メンタル病棟4階　メモリアルホール
テーマ:「医療介護促進確保法について」
講師:　菊池　公英氏　　青森県健康福祉課政策課　次長
尚、医療福祉学会　特別講演（第4回法人研修）は全法人職員が対象となっているので当日の夜勤者等は翌日のビデオ研修に参加して下さい。当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒平成28年度⇒法人研修⇒第4回法人研修⇒出欠表
　※名前のないスタッフは名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
※資料は配布しないので、各自筆記用具を持参して下さい。
＜馬渡Dr診察情報＞

・曽我　正子様～診察時やや多弁ぎみに主治医へ話をしている。又、実習生へ「私は外出できないのにいつでも外に出られるあなたなんか嫌いよ。」と話している。明日からの定期薬からオランザピンとクエチアピンが中止となり、臨時薬としてオランザピン、クエチアピン(減薬)、バチール(追加)が7日分処方となっている。
・蝦夷森　重男様～臨時薬のリントンは継続処方となっている。
・山下　拓也様～昨日より鼻汁、咳あると訴えあり、小青竜湯が5日分処方となっている。又14日(金)の深夜帯にて寝ぼけてソファで放尿することがあった為、来週の定期薬よりブロチゾラム中止となる。それに伴い、不眠時の継続指示受けいている。ルネスタ5回分処方となる。
・栃木　春子様～歩行状態は良好。診察時調子については「まぁまぁです。」と話すも身体の疼痛訴えている。臨時薬一部変更(レクサプロ中止、サインバルタ増薬)となっている。
・阿部　文香様～先週は眠気訴え聞かれていたが、本日は聞かれず。臨時薬継続処方となっている。
・小笠原　キワ様～表情冴えず、「わがんなぐなってきた。」と話す。病棟移動については難色を示している。臨時薬は継続処方となっている。
＜要注目患者様ケース検討＞

・高橋　義明様～「転院します。」「血を全部ぬいてもらう予定です。」「○○病院から迎えが来るてはずになっています。」「偉い神様が教えてくれました。」と話す。まとまりなく妄想的。行動は落ち着きなく何度も来詰している。促しにて継続指示薬拒否なく服用している。
・坂　貢様～10：50ホールにて他者と口論になっている。本人興奮しており詳細聞けず。喫煙室へ行くも足の痛みとふらつきで倒れそうになっている。東病棟より車椅子借用している。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：竹洞　聡様

生年月日：S38年3月26日　53歳

性　　別：男性

主 病 名：アルコール依存症、躁うつ病

入院形態：任意入院

主 治 医：深澤Dr

入院に至った経緯：

当院外来受診中である竹洞総子様の夫。

大学在学中よりアルコール依存傾向にあり卒業後神奈川県の会社に就職するもアルコールの問題が原因で退職し八戸へ帰省。

その後八戸市立市民病院、青南病院、松平病院へそれぞれ入院しているが退院後はすぐに再飲酒している。
平成20年頃より気分の波が見られるようになり都度薬剤調整を行っていた。平成21年希死念慮見られ大量服薬し3/6市民病院へ入院。3/22に退院となっていたが元交際相手の自宅が競売にかけられた事から再び希死念慮が出現。同年10/6に練炭自殺を図り市民病院へ

救急搬送されてた。その後症状は安定し退院となった。今年に入り、些細な事で苛々するようになる。2/8舌癌の手術を機に不眠や落ち着きの無い行動が出現。躁状態となった事から6/17市民病院へ入院。外泊訓練中に妻と口論になり妻は当院へ入院となった。（6/30～9/7）本人は8/27に市民病院退院となったが再飲酒され自制困難との事で妻と共に市民病院受診。当院での治療を希望された事から入院となる。

◎アルプロに関しては本人渋っている。アルプロでどんなことを行うのか簡単に説明した上で本人に決めてもらうよう指示あり。
◎入院時検査は指示あり、検査へ指示箋出している。
◎服薬はきれる日が別々の為主治医より11/3で合わせる様指示あり合わせている。半端は家族へ返却とする為、面会時返却して下さい。

◎洗濯は自分で行う。

◎GAF25点。

◎買い物カードなし。
